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宇宙開発事業団

地球資源衛星1号（JERS－1）「ふよう1号」の状況について（報告）

1．衛星の状況経緯

（1）　4月18日711寺1分に受信した衛星の姿勢軌道制御系のデータに異常が認められたため、同7時
　　10分に観測を緊急対応手順に従って中断した。
　　なお、衛星は自動的に三軸姿勢制御モードから安全モードである太陽指向モードへ移行した。

　　　（2）　4月19日21時43分に通常観測への移行手順として三軸姿勢モード移行のためのコマンド
　　　　　　を送信し、20日2時20分に受信したデータ評価の結果、三軸姿勢モードが確立されているこ
●　　　　　　とを確認した。

（3）　4月22日午後の軌道解析の結果、観測中断以前の軌道から変化しておらず観測再開のための
　　軌道制御の必要は無いことが判明した。

（4）　4月23日10時47分に観測機器を観測待機状態にする作業を実施した。

（5）　4月23日23時01分に、観測再開のストアードコマンドを送信した。

（6）　4月24日10時46分からの鳩山地球観測センターでの観測データによって観測再開を確認し
　　た。　（予定）

2．衛星のデータ異常の原因

　4月18日は月による食（衛星が月の影に入ること）と日陰（衛星が地球の影に入ること）が連
続して重なる状況にあった。しかもこの月による食が深かったこと及びパドル追尾用太陽センサの

劣化により、そのセンサ出力が所要のレベルに達しないまま引き続き日陰に入った。このことから

パドル追尾用太陽センサが長時間連続して太陽光をとらえていないと認識している状態となり、故
障検知機能が作動し安全モードに移行した。

　なおこの様な月による食と日陰が重なる状況は希な現象ではあるが、平成5年11月に発生
している。その際には月による食が浅かったことから、姿勢軌道制御系に使用しているパドル
追尾用太陽センサ出力が所要のレベル（故障検知判定値）を上回り、正常な制御が行われた。

3．今後の対策
　　今回と同様に月による食と、日陰が連続して重なる現象は1今後も希に発生することと予想される。

今回の経験を踏まえ月による食の深さとパドル追尾用太陽センサの劣化を考慮した手順を確立し対応す
　ることとしたい。
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4月18日（日本時間）
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注）スルー＆ホールドモード；

　　　　太陽電池パドルセル面を地球方向と逆の方向に固定させるべく早回しで回転させるモード

　　SPSS；太陽電池パドル追尾用太陽センサー
　　DIU　；ドライブ・インタフェース・ユニット
　　　　　　　（太陽電池パドル系の信号をAOCEとの間でやりとりする回路）

　　AOCE；姿勢軌道制御電子回路

図一4　姿勢軌道制御系姿勢データ異常の経過
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公文書における年号について

平成8年4月24日
宇　宙　政　策　課

　前回の宇宙開発委員会において、委員より、本委員会の文書で使用される年
号は、平成よりも西暦の方が分かりやすい、という発言がありました。この件
について、長官官房総務課に問い合わせたところ、以下のような解答が得られ
ましたので、報告いたします。

・科学技術庁での公文書において、年号は原則として元号を使うこと。
西暦を使う場合は、可能な限り元号を併記する。

　　　　　　　平成○年（1900年）

・根拠

　平成への元号変更時での、内閣官房長官の「平成を尊重されたい」と
の談話に基づき、科学技術庁もこれに従う。

一一一一＿＿＿」
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　b　・種々．め御意見を十分参考たして、」法め運用≧ご誤bなきよ●うさ慎重に配慮二しで注い’
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　’千三百年にわたる歴　　　．る元号は∵単に年を表示ずる手　’●…ζ便利であるとび・うだ

　けでな’くで長い歴吏φ過程の中で日　幡●心情た　’込みξ・日本国民の心理曲一一体感め支え

　にもなちている●ことはぐ一一般に指摘さ’●ギる1ど」《あるヨ’私ばこうした国民の元弓に

　対する心情と認識は将来’●　される’と同時にぎ西暦も便宜も●・て併用さ’れξ白州国民の

　持つ優れた叡　　識とによつで」変転きわぎりない国際社会の中で、　　　る文化、伝統

／多餓世界の動きとの調和が図猟問題力轍されて行くものと確信す爵
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　新しい元号の選定につきましては、先の閣議に衙報告いたしました「元号選定手続につい

て」に従ってその選定を進めてきたところでありますが、・これからの新しい時代の元三とす

るのに最もふさわしいものとして、r平成」が選定されました。

　元号を改める政令は公布の日の翌目から施行し、政令は1月7日に公布される予定ですの

で、改元の時期は1月8日であります。

　新しい元号につきましては、内閣総理大臣談話に述べられているとおりであり圭すが、こ

の際、新しい元号の使用等にっきまして申し上げます。

　従来から、元号の使用にっきましては、一・般国民は元号、西暦を自由に使い分けていただ

いてよいことになっております。

　ただ、公的機関の事務については、従来から原則として元号を使用してきたところであり、

この慣行は、今後も当然に続けられるべきものと考えております。

　公的機関の窓口業務においても、’従来、届出等の書類の年衰示には元号を用いるよう国民

の協力を得てまいりました。今後も公務の統一的な事務処理を円滑、迅速に行うため．引き

続き、国民の理解と協力を得るようにしていただきたいと思います。’もとより、これはあく
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までも協力要請ということであり、・西暦で記2』・さ1れたものも受理される●ものである’こ」とはい

うまでもありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，飯玉∵：

．なお、公的機関における届出等の用紙には、既に昭和の元号が印刷されているものも多い

．と思われますが、改元後においてそ：②まま使用されても法律上の効果が変わるものではあり

ません。し．かし、このような場合には概「昭和」をr平成」．と訂正しズ使用するなど∵でき

るだけ混乱を招かないよう配慮レていただきたいと思います。また、現行法令の中には《元

号を改ある政令の施行日である1月8目以降の年月日が昭和の元号によって記さ．れている場

合もありますが、元号が改められることによってその法律上の効果が変わるものではありま

せん。以上の点をお含みの上、各省庁関係の事務処理について遺漏のないようお願いいたし

●ます・

　　　また、政府関係機関、地方公共団体に対してもこのような趣旨で十分指導していただきた

　　いと思います。　　　　　　　　　　’・r・．・1∵1ご●

　　　それでは、以上で閣議を終了いたします。なお、関係資料が整い次第、私が記者会見にお

　　いて説明することにしたいと思いますが、恐縮ですが記者会見が始まるまでの間、・閣僚応接

　　室にてお待ちいただきたいと思います。記者会見が始まり次第御連絡いたします。
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